
神のビジョン、そして神の定められた御旨と彼の心の願いとを明らかにすること 

Ⅰ．「天が開き、私
は神のビジョンを見
た（エゼキエル1:1）」： 

Ａ．天がエゼキエルに
対して開いていました： 

１．天を開くことは、神の特別な訪れでした。天はまたヤコブに、イエスに、ステパノに、ペテロに、ヨハネに開きました。 
マタイ 3:16 イエスはバプテスマされると、直ちに水から上がられた．すると見よ、天が彼に開かれた．そして彼は、神の霊がはとの
ように下って、彼の上に来るのをご覧になった。17 すると見よ、天からの声が言った、「これは私の子、愛する者、私は彼を喜ぶ」。 
２．エゼキエルは祭司の地位に立ち、
神を尋ね求め、神と接触し、天に結び
付けられた人でした：エゼキエル 1:3 
エホバの言葉がカルデア人の地のケ
バル川のほとりで、ブジの子、祭司エ
ゼキエルに強烈に臨み、エホバの御
手がその所で彼の上にあった。 

ａ．エゼキエルは霊の中で彼の祭司職を遂行し、神に仕え、神と交わっていまし
た。ですから天が開き、彼は神が人の命となって、神と人が共に建造されることが
できるという栄光のビジョンを見ました。エゼキエル 1:4 そして、私は見た．すると
見よ、北からの暴風、大きな雲、絶えず煌（きら）めく火が来た．その周りには輝き
があり、その中から、火の中からこはく金のようなものが出て来た。 
ｂ．天はエゼキエルに開き、地に下って来ることさえでき、神の天の事柄が地上で人々
によって見られ、地上において彼らの間で成就されることができるようになりました。 

３．神は、ご自身と一であって、その心が神の心の複製である人を地上で見いだすときはいつも、天がその人に開きます。 

Ｂ．エゼキエルは彼の
霊の中で、開かれた天
の下で、神のビジョン、
すなわち神聖で、霊的
で、天的なビジョンを見
ました： 

１．神のビジョンとは彼の啓示であり、私たちが神聖で、霊的で、天的な事柄を見ることができるようにします。 
エゼキエル 40:4 その人は私に言った、「人の子よ、あなたの目で見て、あなたの耳で聞き、私があなたに見せるすべての
ことを心にとめよ．あなたがここに連れて来られたのは、それをあなたに見せるためである。あなたが見ることをみな、イ
スラエルの家に告げよ」。 
２．私たちが神の子供たちに提示するものは、私たちが神と接触することを通して、開かれた天の下で、私たちの霊の中で
見た神のビジョンであるべきです。使徒 26:19 こういうわけで、アグリッパ王よ、私は天のビジョンに背かず、 
３．これらのビジョンは神の召会の建造に導きます。 

４．主に仕える人にとって
最も重要な事柄は、神の
ビジョンを見なければな
らないということです： 

ａ．聖書で、「ビジョン」とは特殊な光景を示しています。それは特別な種類の見ること（栄光の、
内側の見ること）、また私たちが神から見る霊的な光景を指しています。 
ｂ．私たちはビジョンを見るために、啓示、光、視力を必要とします。 
ｃ．神のビジョンは私たちを支配し、抑制し、制御し、保護し、徹底的に転換させ、私たちに大胆
さを与えて前進させ、私たちを真の一の中に守ります。 
ｄ．私たちは神からのビジョンの下で、神の目的に向かって方向づけられます。私たちの生活
は神のエコノミーにしたがって制御されます。 

５．私たちが必要とする祈りは、私たちを恍こう惚こつ状態
へともたらし、天的なビジョンを私たちにもたらす祈りです：
使徒10:10 ペテロは非常に空腹になって、食事をしたいと思
った。そして人々が用意している間に、彼は夢心地になっ
た．11 すると、天が開けて、大きなシーツのような入れ物
が、四隅を吊るされて、地に下って来るのを見た． 

ａ．恍惚状態とは、私たちが自己から連れ出されたことを意
味します。私たちは自己の中に監禁されているかもしれま
せんが、その監禁から出て来るように祈る必要があります。 
ｂ．恍惚状態にいることは、私たちの自己から出て来ること
であり、その恍惚状態の中で、私たちは神からビジョンを受
けます。 

Ｃ．神は、エゼキエル
が目で見るだけでなく、
耳で聞くことをも願いま
した。ですから、神は彼
の言葉を彼のビジョン
と共に、エゼキエルに
与えたのです： 

１．エゼキエルに対する神の言葉は普通の言葉ではなく、明確な言葉、特別な言葉でした。 
２．神の言葉は彼のビジョンの説明です。 

３．私たちは主からの明
確な言葉を持つ必要が
あります： 

ａ．神は私たちに特別で、新鮮で、活発な言葉を与えて、彼の神聖なビジョンを伝達することを
願っています。 

ｂ．私たちは神に言葉を求めて、ビジョンを理解することができるようになるべきです。また私た
ちは、自分が見たものを告げ知らせ、説明することができる言葉を必要とします。 
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Ｄ．神の御手は常に神
の語りかけに続きま
す。ですから、エホバ
の御手がエゼキエル
の上にあったのです： 

１．神は入って来て神が言うことを行ない、神の語りかけにしたがって働きます。 
２．人の上にある神の御手は、人を導き方向づけるためであり、また人に行動させるためです。 
３．どうか私たちがみな開かれた天を持ち、神のビジョンを見て、神の言葉を受け入れ、神の導き方向づける御手が私たち
の上にあって、神の必要を満足させますように。詩33:9 まことに、彼が語られると、それはあった．彼が命じられると、それ
は立った。 

Ⅱ．エゼキエル書
第1 章は私たちに、
神の心の願いと、神
が成就したい定め
られた御旨とを明ら
かにしています： 
エペソ 1:5 みこころ
の大いなる喜びに
したがい、イエス・
キリストを通して、
私たちを子たる身
分へと、彼ご自身へ
あらかじめ定めら
れました。 

Ａ．神の心の願いを指
す聖書の用語は、「み
こころの大いなる喜び」
です。神のみこころの
大いなる喜びは、神の
心の願いです： 

１．三一の神のエコノミーは、彼の大いなる喜びにしたがって定められました。彼の大いなる喜びは、彼の心の願いから出
て来ます。 
２．神の心の願い、神の大いなる喜びから出たものが、神の定められた御旨です。この定められた御旨から出たものが、
彼のエコノミーです。 
３．私たちの内側の喜びが示すのは、神が彼の大いなる喜びのために私たちの中で働いており、また私たちが彼の大い
なる喜び、彼の心の願いにしたがって生き、歩いているということです。 

Ｂ．エゼキエル書第 1 章は、神の願いが彼の御子の中で表現されていることを明らかにしています。ヘブル 1:3 御子は神の栄光の輝きであり、神の
本質の明確なかたちであって、 
Ｃ．光り輝くこはく金によって表徴される方（小羊・神）は、無限の価値ある宝として、彼の表現のために私たちの内側に住んでいます。Ⅱコリント 4:7 
…私たちはこの宝を土の器の中に持っています．それは、この卓越した力が神のものであって、私たちからではないことが現れるためです。 
Ｄ．四つの生き物の四
つの顔は、キリストの
全体的で十分な表現を
表徴します： 

１．四つの生き物は団体的な実体、団体のキリスト（神の団体的な表現）を表徴します。神がそのような団体的な表現を得
るとき、彼の定められた御旨は成就されます。 
２．エゼキエル書第 1 章のビジョンが見せているのは、私たちが団体的である必要があり、また組み合わせの中にいる必
要があるということです。 

Ｅ．「御座のようなもの
の上に、人のような外
観の方がその上におら
れた」エゼキエル 1:26 
また、彼らの頭の上に
ある大空の上に御座の
ようなものがあり、サフ
ァイア石の外観のよう
であった．そして御座
のようなものの上に、
人のような外観の方が
その上におられた。 

１．御座の上の方は人のように見えますが、彼にはエホバの栄光の姿があります。これは、御座に座している方が神と人
の両方であることを示しています。この方はイエス・キリスト、神・人、神と人のミングリングです。 
２．聖書に啓示されているように、神と人の関係における神の奥義的な意図は、ご自身を人とミングリングし、それによって
人と同じになり、人を神格においてではなく、命、性質、表現において彼であるのと同じにすることです。 

３．御座の上の方と四つの生き物はいずれも人の外観を持っています。これは、地上の四つの生き物が御座の上の方の
表現であることを示しています。これは人性における神の現れです。 
エゼキエル 1:5 また、その真ん中から四つの生き物の姿が出て来た。それはこのような外観であった．彼らは人の姿を持
っていた。 

Ｆ．全聖書と、聖書の縮小としてのエゼキエル書が啓示してい
るのは、神の永遠の意図が、ご自身を彼の選ばれた人の中へ
と分与し、彼らを神格においてではなく、彼の命、性質、かたち
において彼であるのと同じにすることであるということです： 
エペソ 3:15 この方から、天と地にあるすべての家族は名づけ
られています．16 どうか御父が、彼の栄光の豊富にしたが
い、力をもって、彼の霊を通して、あなたがたを内なる人の中
へと増強してくださいますように． 

１．神の目標は、彼がご自身をキリストの中で、彼の贖われ再生された人々の中へ
と造り込んで、彼らが彼とミングリングされて一つの実体となり、彼の中で共に建造
されて彼の永遠の住まい、すなわち新エルサレムになることです。 

２．これは聖書の啓示の中心点であり、エゼキエル書で提示されたビジョンの中心
点でもあります。 



経験：①天を開くことは、神の特別な訪れです。地上の人々が神と一であるときは
いつでも、天は彼らに開くでしょう。捕囚の地に、円熟して神と一である人、エゼキ
エルがおり、天が彼に開いていました。今日、原則は同じです。私たちは、天が私
たちに開くことを必要としますが、天が私たちの経験の中で開くために、私たちはエ
ゼキエルになる必要があります。私たちは今日のエゼキエルであるなら、開いた天
を持つでしょう。 
地がサタンによって占有され、地上の人がサタンによって駄目にされた後、神は地に
来ることができず、神がおられる天は地上の人に開くことができませんでした。これ
がエゼキエルの時代の状況でした。…しかしながら、捕囚の民の間に、神を尋ね求
め、神と接触し、天に結び付けられた祭司がいました。ですから天は彼に開き、地に
下って来ることさえでき、神の天の事柄が地上で人々によって見られ、地上において
彼らの間で成就されることができるようになりました。これは真に大きな事柄でした。 
主に仕える人にとって最も重要な事柄は、ビジョンを持たなければならないというこ
とです。主に仕える人はみな、ビジョンのある人でなければなりません。兄弟姉妹
がみな直接、主からビジョンを受けるのではありません。彼らの何人かは他の人の
助けを通して、間接的にビジョンを見ます。 
ビジネス・ライフ編：ビジネス・パースンとして、あなたは必ず、キリストと召会に関す
る神のビジョンを見なければなりません。あなたはビジョンによって制御される必要
があります。旧約の時、イスラエルの民はビジョンに従って生活する時、神の臨在と
祝福がありました。しかし、彼らがビジョンを忘れてわがままに振る舞うと、神の臨
在は消え去り、捕囚の悲惨な状況に落ち込んでしまいました。彼らが捕囚状態に落
ち込んだのは、周りの国が強かったからではありません。それは、彼らの内側が堕
落していたからです。箴 29:18 ビジョンがない所では、民は勝手に振る舞う．しかし、
律法を守る者は幸いである。 
新約においてあなたは、神の選民ですので、原則は同じです。あなたが天的なビジョ
ンを持たず、この世の人と同じように金銭、地位、名誉などを追い求めるなら、あなた
はいつの間にかサタンの奴隷になり、証しのない暗闇の生活に落ち込んでしまいます。
この場合、あなたのビジネス・ライフには祝福がほとんどありません。しかしビジネス・
ライフにおいて、ビジョンを持って生活するなら、召会建造のためにキリストを経験し、
あなたのビジネス・ライフも祝福されるでしょう。神を光として経験し、光の下で仕事を
する時、あなたは人が気づかない多くの点について気づくようになります。なぜなら、
神は光であり、彼の中には少しの暗闇もないからです。霊を活用し、思いを霊につけて
業務をすることを訓練してください。たびたび次のような短い祈りを祈ってください： 
a) Lord, I love You. I don’t love my business nor my good salary, but I love You. 
b) Lord, I trust in You. I depend on You. Without You I can do nothing. But with You I 
can do all things.  
c) Lord, I widely open to You. Lord Jesus, fill me with Your Spirit. Amen!  
そうすれば、あなたは徐々に業務の効率を改善し、他の人が解決できない難問を
解決することができるようになります。 
あなたは決して、天的ビジョンとあなたのビジネス・ライフとは関係がないと考えて

はいけません。実は天的ビジョンがあなたのビジネス・ライフの秘訣です。そうであ
れば誰もあなたを害し、妨げることはできないでしょう。 
②祈ることは、私たち自身を恍惚状態へと祈ることです。恍惚状態とは、私たちが自
分の自己から出て来ることを意味します。私たちは自分の自己の中に監禁されてい
るかもしれませんが、その監禁から出て来るように祈る必要があります。…私たち
の自己は強い牢獄であり、私たちはそこから出て来る必要があります。…私たちは
朝ごとの復興で、聖書を読み、祈り読みしている多くの時、自己から出ている、神に
とても近い状態にいるという感覚を持ちます。私たちは自分がどこにいるか、告げる
ことはできません。私たちはただ、自分の自己の外にいることを知っています。それ
が恍惚状態であり、その恍惚状態の中で、私たちは神からビジョンを受けます。 
奉仕編：主に仕える人にとって最も重要な事柄は、神のビジョンを見なければなら
ないということです。あなたはビジョンを見るために、自己から出てこなければなり
ません。主との交わりの中であなたは自分の職業、自分の家族、自分の召会生活
も忘れて、ただ主を見つめ、恍惚状態になるべきです。あなたは多くの時間、自己
の中に監禁されていますので、自己から出てくるために主以外のものをすべて忘
れることが必要です。そして主と Face-to-face の親密で純粋な交わりをしてくださ
い。この時、あなたは自分が誰であるかや自分の必要および自分の周りの人の必
要についても一旦脇にやって忘れ、主の愛の中に留まるべきです。そうすれば、あ
なたは天のビジョンを見るでしょう。ビジョンを持てば、あなたは奉仕において飛躍
的に前進するでしょう。アーメン! 
③私たちクリスチャンは感情的な人であるべきです。私たちが他の人たちと一緒に
いるとき、彼らは私たちについて興奮するものを感じるべきです。何年も前にロサ
ンゼルスのエルデンホールで、近隣の人たちは私たちを「ハレルヤ ピープル」と呼
びました。私たちは通りを歩いている時でさえ歌い、主を賛美するほど興奮してい
ました。何が私たちをそのように幸いにするのでしょうか？ それは、私たちが神の
大いなる喜びのために、私たちの内で活動し、願わせ働かせる神を持っているから
です。私たちは神の大いなる喜びにしたがった生活をしていることを、どのように知
るのでしょうか？ それは幸いな感覚のゆえです。私たちが幸いであるとき、私たち
の内側に神の幸いを感じます。私たちの内側の喜びが示すのは、私たちが神の大
いなる喜びにしたがって生き、歩いているということです。 
スクール・ライフ（中高生）編：あなたは朝毎の復興の後、祈り読みした御言葉の一
箇所を覚え、内側に豊かに住まわせてください。御言葉を内側に住まわせる生活は、
喜びのある生活です。御言葉を暗唱することで、あなたは喜びを維持することがで
きます。喜びのある人は様々な問題(友人や先生との人間関係、成績が思ったよう
に上がらないこと、進学など)を積極的に取り組むことができるので、問題を突破す
る能力が増し加わります。 
ピリピ 3:1 最後に、私の兄弟たちよ、主の中で喜びなさい。 
たびたび、Oh Lord Amen Hallelujah! と暗唱した御言葉を祈ってください。スクール・ラ
イフで必ず喜びを維持することに気を付けてください。そうすればあなたは「ハレルヤ 
ピープル」になり、主の中の喜びを人々に証しすることができるでしょう。ハレルヤ! 



 
３０５ 

イエスを愛し慕う――イエスを愛する 

 

１ 主よ、うるわしさのゆえ、 わがこころをひらく。 

  いま宗教より解かれて、  ただながうちに住む。 

  主の栄光を見上げつつ、  かがやきに満たされ、 

  わがうちに浸透しませ、  なれとわが霊はいち。 

 

２ 主よ、すみわたるそらに、 ひとの子、御座に見る。 

  ほのおもて焼き尽くせ、  主のみ、かがやくまで。 

  なれの栄こう見るとき、  自己愛、恥じて失せぬ。 

  なが名のあまさ、知って、 あいと賛美ささげる。 

 

３ 主よ、ナルドのこう油を、 よろこびもてそそぐ。 

  ながこうべにそそぎ出し、  主よ、われをささげる。 

  ながため無駄づかいし、  ふかきあいに満ちる。 

  あたい、たかきあぶらを、 たくわえ、そそぎたし。 

 

４ 主よ、香のやまで、かおを 合わせてまみえたし。 

  わがいずみ、飲みたまえ、 ながむねにいこうまで。 

  なが愛するはなよめは、  主よ、なれをあがめる。 

  主よ、いそぎ来たりませ、 わが愛はなれを待つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

补充本,#305 

主耶稣，你美丽夺了我心 

 

_一_ 主耶稣，你美丽夺了我心，我全心向你完全敞开； 

释放我，脱离宗教的义务，只让我永远享你同在。 

当我在此注视你的荣耀，我的心充满了你荣耀； 

浸透我，主，我今恳切求祷，以你灵与我灵永相调。 

 

_二_ 光照者─我的天何等明亮，我看见人子在宝座上； 

圣别者，以神的火焰烧我，直等我因你灼灼发亮！ 

主，当我初次看见你荣耀，自爱与夸耀同归羞惭； 

今我心涌出爱戴与颂赞，品尝你名里一切肥甘。 

 

_三_ 宝贝主，我将真哪哒香膏，为你爱，欣然打破倾倒， 

我的主，我前来膏你的头，看哪，主，为你我献上好。 

亲爱主，我甘愿为你枉费，爱着你，我深处就满足。 

为着你，贵重油我早预备，要将爱从心深处倒出。 

 

_四_ 良人哪，快来到香草山上，我切慕与你早面对面。 

主，请喝我心所流出之泉，我巴望永远在你身边。 

我并非单独的来爱你，主，乃是与众圣作你新妇； 

快来吧，我们爱已经久等，主耶稣，愿意你得满足。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Hymns,#1159 

Experience Of Christ - Loving Him 

 

_1_ Jesus Lord, I'm captured by Thy beauty, 

All my heart to Thee I open wide; 

Now set free from all religious duty, 

Only let me in Thyself abide. 

As I'm gazing here upon Thy glory, 

Fill my heart with radiancy divine; 

Saturate me, Lord, I now implore Thee, 

Mingle now Thy Spirit, Lord, with mine. 

 

_2_ Shining One — how clear the sky above me! 

Son of Man, I see Thee on the throne! 

Holy One, the flames of God consume me, 

Till my being glows with Thee alone. 

Lord, when first I saw Thee in Thy splendor, 

All self-love and glory sank in shame; 

Now my heart its love and praises render, 

Tasting all the sweetness of Thy name. 

 

_3_ Precious Lord, my flask of alabaster 

Gladly now I break in love for Thee; 

I anoint Thy head, Beloved Master; 

Lord, behold, I've saved the best for Thee. 

Dearest Lord, I waste myself upon Thee; 

Loving Thee, I'm deeply satisfied. 

Love outpoured from hidden depths within me, 

Costly oil, dear Lord, I would provide. 

 

_4_ My Beloved, come on spices' mountain; 

How I yearn to see Thee face to face. 

Drink, dear Lord, from my heart's flowing fountain, 

Till I rest fore'er in Thine embrace. 

Not alone, O Lord, do I adore Thee, 

But with all the saints as Thy dear Bride; 

Quickly come, our love is waiting for Thee; 

Jesus Lord, Thou wilt be satisfied. 


